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高精度昇温脱離ガス質量分析装置（ ）
による材料加熱時の放出ガス分析

概要もしくは特長

試料情報

装置仕様等

測定事例

加熱放出ガス分析 では、高真空中で試料を加熱し放出されるガス成分を
四重極質量分析計 で測定します。
試料から放出されるガスの加熱温度依存性をみることで、固体試料表面の吸着
ガスの脱離、試料内部に存在したガスの拡散、試料の分解によるガスの発生な
どの機構を知る手がかりになります。

自社製高真空中加熱放出ガス分析装置
加熱温度 ： 室温～ ℃

または室温～ ℃
質量範囲 ： ～
昇温速度 ： ℃ ～ ℃

℃以上の加熱は ℃ のみ
定量下限 ： 水素

介在物

転位

結晶

表面吸着物

粒界
ボイド

加熱

試料形状 ： 約 × × 以内、またはφ22× 以内
℃以上の加熱の場合、約 × × 以内

粉末試料も可

材加熱時の放出ガスの測定結果

・ 材などの鉄鋼材料
拡散性水素分析

・アルミニウムや合金などの非鉄金属
・セラミックス
・樹脂
・電子材料 等・・・

Technical Report

お問合せはこちら

技術のお問合せ先:研究試験事業所　技術営業部　TEL0439-80-2691

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/



